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胸部心臓血管外科学講座

〈研究概要〉

胸部心臓血管外科は，心臓血管外科と呼吸器外科に大別される．心臓血管外科は心臓血管病センター

の外科部門として，循環器内科や小児科循環器グループとともに，先天性心疾患，虚血性心疾患，弁膜

症，大動脈疾患等の心大血管疾患に対し，内科と外科が一体となって研究活動を行っている．また，呼

吸器外科は，肺癌の外科治療を中心として，第一内科呼吸器グループ，放射線科，病態検査科病理部門

と研究グループを作り，協力して研究活動を行っている．

心臓血管外科部門では，手術件数は300例を超え，手術内容も含めて，大学病院としての標準的レベル

を維持している．先天性心疾患の治療は心臓血管外科医の基本である．小児科循環器グループやNICUと

密接な関係を保ち，術前より互いに協力して治療を行っており，今後も，成績向上のため，術前状態の

改善，迅速で正確な手術，きめ細かい術後管理が必要である．虚血性心疾患の治療方針は，動脈グラフ

とを用いた完全血行再建である．術中の心停止時間の短縮，長年の心筋保護法の研究成果が実り，安全

に手術が行えるようになり，最近8年間の予定手術例に死亡例がなく，良好な成績を維持している．再生

医療として，循環器内科での基礎的研究の臨床への応用として，本学倫理委員会の許可を得て，骨髄幹

細胞移殖による血管再生治療を他施設に先駆けて臨床に試みている．また無輸血手術遂行のための研究

も行い，最近 8年間の成人予定手術の約 90％が無輸血手術であった．弁膜症の治療方針は，可能な限り

自己弁温存をはかる弁形成，弁輪形成術を第一選択とし，不可能な例に人工弁置換術を行う方針である．

経食道エコーの術中導入により適切な弁機能の判定が可能となった．大血管疾患は，破裂性大動脈瘤や

急性大動脈解離が含まれ，脳合併症や多臓器不全，感染による死亡例が多いが，大動脈弓部3分枝置換も

超低体温循環停止法と選択的脳潅流法の併用により，安全に手術が可能になった．すべての動脈瘤は破

裂するものと考え，今後も，早期の適切な外科治療により，成績向上の努力が必要である．また，大動

脈遮断に伴う脊髄麻痺予防の問題も極めて重要であり，その予防法の研究をすすめている．昨年は，海

外での研修や研究を終えた若い心臓血管外科医の導入をはかり，新しい治療法も積極的に取り入れ，成

績向上に努めている．

呼吸器外科は，年間ほぼ200例前後の手術症例があり，その約半数が，原発性肺癌，悪性縦隔腫瘍，転

移性腫瘍である．肺癌は，地域医師会の協力も受け，早期発見例も増加しており，治療成績は向上し，

その成績を逐次公表している．悪性縦隔腫瘍に対しては手術前後の化学療法等の併用により著明な成績

向上をみた．また自然気胸，転移性肺腫瘍，開胸肺生検等において，胸腔鏡下手術を多用している．

平成16年度も，心臓血管外科，呼吸器外科ともに，これらの臨床経験に基づいた研究発表が行いえた．

また，6月には，日本小児外科学会総会を主催した．

実験的研究では，平成15年度日本学術振興会科学研究費，私学振興財団よりの学術研究振興資金，再

生医学難病治療センター，癌治療センターの補助により，1）組織培養装置の導入により，分子生物学的

側面からの研究に基づいた心筋保護に関する臨床的，基礎的研究（心筋細胞特異的心筋保護法に関する

研究，統合的薬理学 Preconditioningに関する研究），2）心，肺移植に関する基礎的研究，3）肺癌に関す

る細胞免疫学的研究，4）吸収性気管支ステントの開発とその臨床応用，5）冬眠を応用した臓器保存の
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研究，6）虚血性心疾患に対する系統的治療戦略として，骨髄幹細胞移殖による再生医療の研究（虚血心

の血管新生療法における自家骨髄細胞移植の有効性と安全性に関する研究，自家骨髄幹細胞移植を用い

た不全心筋の再生に関する研究）などを行っている．

また，大阪工業大学生体システム研究室とともに，1）赤血球変形能，2）磁界の生体への影響，3）生

体細胞インピーダンス測定4）心筋再生の医工学的応用，などの共同研究も進めている．

〈研究概要〉
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脳神経外科学講座

〈研究概要〉

脳腫瘍では悪性グリオーマに対する集学的治療を行い，手術材料は全例に電顕，組織培養を試みてい

る．株化細胞を基礎にして，フローサイトメトリー（FACS can購入），レーザースキャニングサイトメー

ターによるDNA histgramの解析，サイクリンによる cell kinetics，無菌的細胞分取，更に分子生物学的手

法による解析などを行っている．また，透過型，走査型電顕による形態学的観察も行っている．最近で

は，脳腫瘍の遺伝子治療の基礎実験を行っている．脳血管障害では臨床的に血管内手術とを組み合わせ

た最先端の治療を行っている．小児脳外科では先天性奇形の実験的作成や，水頭症の発生機序について

研究をしている．脳死研究では，平坦脳波の自動解析を法医学・救急科・精神科と合同で研究を行って

いる．頭蓋底外科では，耳鼻科・形成外科とのチームにより困難な手術例に対する種々のアプローチを

研究している．

虚血脳や脊髄損傷における骨髄移植による神経再生の基礎実験を臨床応用に向けて研究中である．
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の外科学会学術集会，大阪

21. 福田　登（2004）健常者の肩関節MRI像（T2*

画像における腱板断裂擬陽性について）．第 9

回日本関節症研究会学術集会，東京

22. 大窪　博，徳永裕彦，薬師寺厚芳，塚本英資，

中谷晃之，濱田　彰，松矢浩暉，和田孝彦，飯

田寛和（2004）Staging systemを用いた感染性

人工股関節の治療評価．第 77回日本整形外科

学会学術総会，神戸

23. 斉藤貴徳，市岡直也，藤澤礼子，森　良樹，笹

井邦彦，飯田寛和（2004）顕微鏡下片側侵入

全周除圧術の術後短期成績―従来法による両

側開窓術との比較検討―．第 77回日本整形外

科学会学術総会，神戸

24. 池田一博，亀山　修，中尾浩志，鈴木史和

（2004）神経選択的電流知覚閾値（CPT）を用

いた腓骨神経麻痺発生機序についての一考

察．第77回日本整形外科学会学術総会，神戸

25. 塚本英資，徳永裕彦，中谷晃之，大窪　博，薬

師寺厚芳，濱田　彰（2004）骨移植併用セメ

ントレス人工股関節置換術後の早期荷重の検

討．第77回日本整形外科学会学術総会，神戸

26. 飯田寛和，伊藤達雄，中村孝志（2004）生体

活性骨補填材料使用実態調査結果．第 77回日

本整形外科学会学術総会，神戸

27. 斉藤貴徳，市岡直也，藤澤礼子，森　良樹，小

串むつみ，飯田寛和（2004）motor point刺激に

よる伝導速度測定を用いた手根管症候群の診

断．第77回日本整形外科学会学術総会，神戸

28. 大成浩征，笹井邦彦，赤木繁夫，飯田寛和

（2004）転移性脊椎腫瘍と鑑別を要した脊椎カ

リエスの2例．第27回日本骨・関節感染症研究

会，旭川市

29. 中村誠也，宮島茂夫，重栖　孝，飯田寛和

（2004）下肢長管骨骨髄炎に対する抗生剤含有

骨セメント髄内釘を用いた治療．第 27回日本

骨・関節感染症研究会，旭川市

30. 大成浩征，笹井邦彦，赤木繁夫，飯田寛和

（2004）頚椎椎弓形成術後の軸性疼痛について

の検討―アンケート調査法による―．第 33回

日本脊椎脊髄病学会，東京

31. 笹井邦彦，斉藤貴徳，大成浩征，若林　英，赤

木繁夫，飯田寛和（2004）胸椎脊柱管内病変

に対する顕微鏡視下片側侵入椎弓切除術の有

用性．第33回日本脊椎脊髄病学会，東京

32. 笹井邦彦，斉藤貴徳，大成浩征，赤木繁夫，飯

田寛和（2004）脊髄症あるいは脊髄神経根症

を呈した頚椎椎間板ヘルニアに対する椎弓形

成術を併用した顕微鏡視下後方摘出術．第 33

回日本脊椎脊髄病学会，東京

33. 斉藤貴徳，森　良樹，今田直紀，小串むつみ，

飯田寛和（2004）体性感覚誘発電位と経頭蓋

電気刺激筋誘発電位を用いた術中脊髄機能モ

ニタリング．第33回日本脊椎脊髄病学会，東京

34. 山本龍範，加須屋崇，坂根正則，児島　新，飯
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田寛和（2004）人工関節周辺の大腿骨骨折治

療への骨セメント使用の試み．第 30回日本骨

折治療学会，東京

35. 中村誠也，飯田寛和，中谷健治，中谷壽男

（2004）Limited Contact-LCP plateを用いた上肢

骨疾患に対する治療経験．第 30回日本骨折治

療学会，東京

36. 徳永裕彦（2004）前方侵入による低侵襲人工

股関節置換術．第12回Hip Forum 2004，函館市

37. 飯田寛和（2004）人工股関節周辺骨折に対す

る対策．第12回Hip Forum 2004，函館市

38. 加藤勇司，児島　新，飯田寛和（2004）腰椎

前方固定に用いる新しい interlocking deviceの

開発と初期固定性について　第一報―．第 13

回日本脊椎インストゥルメンテーション学

会，札幌

39. 笹井邦彦，大成浩征，赤木繁夫，若林　英，梅

田眞志，飯田寛和（2004）腰部脊柱管狭窄症

に対する顕微鏡を用いた片側侵入黄色靱帯全

切除術．第 11回日本脊椎・脊髄神経手術手技

学会（JPSTSS），埼玉

40. 吉田雄吾，笹井邦彦，大成浩征，赤木繁夫，飯

田寛和，湯川尚哉，辻　裕之，吉村晋一，稲

垣隆介，山内康雄（2004）再発ダンベル型神

経鞘腫の摘出後に椎骨動脈の仮性動脈瘤破裂

を生じた1症例．第11回日本脊椎・脊髄神経手

術手技学会（JPSTSS），埼玉

41. 大成浩征，笹井邦彦，赤木繁夫，飯田寛和，稲

垣隆介，山内康雄（2004）抜去を要したMagerl

Screwの1例．第11回日本脊椎・脊髄神経手術

手技学会（JPSTSS），埼玉

42. 宮島茂夫，大野博史，飯田寛和（2004）初回

TKAに rotating hinge prosthesisを使用した症例

に関する検討．第 32回日本リウマチ・関節外

科学会，奈良

43. 徳永裕彦，近藤　誠，北川　洋，東　隆司

（2004）臼蓋に骨移植を併用した人工股関節置

換術の早期荷重．第 32回日本リウマチ・関節

外科学会，奈良

44. 徳永裕彦，近藤　誠，北川　洋，東　隆司

（2004）小切開による人工股関節置換術の検

討．第32回日本リウマチ・関節外科学会，奈良

45. 福田　登，児島　新，今田直紀，飯田寛和

（2004）鎖骨遠位端切除術後に腕神経叢麻痺を

発症した1例．第31回日本肩関節学会，横浜

46. 飯田寛和，和田孝彦，松矢浩暉（2004）臼蓋

形成術（Spitzy変法）手術手技のポイント．第

31回日本股関節学会，長崎

47. 佐々木万弓，脇田重明（2004）Modified trans-

gluteal approach (Dall)によるTHAにおける大転

子切離骨片の検討．第 31回日本股関節学会，

長崎

48. 中村誠也（2004）開放骨折に対する創外固定

器を用いた初期治療．第 2 回 Limb Deformity

Course KOBE JAPAN, 神戸

49. 斉藤貴徳，今田直紀，小串むつみ，谷川暢之，

飯田寛和（2004）経頭蓋電気刺激―筋記録法

による術中モニタリングの適応限界．第 19回

日本整形外科学会基礎学術集会，東京

50. 今田直紀，小串むつみ，飯田寛和，斉藤貴徳

（2004）経頭蓋電気刺激―筋記録による運動誘

発電位の至適記録法の検討．第 19回日本整形

外科学会基礎学術集会，東京

51. 小串むつみ，斉藤貴徳，今田直紀，飯田寛和

（2004）手根管症候群にたいするmotor point刺

激による伝導速度測定．第 19回日本整形外科

学会基礎学術集会，東京

52. 前川　徹，三木孝人，脇田重明，片平恵津子

（2004）レミケード点滴治療クリニカルパス．

第5回日本クリニカルパス学会，仙台

53. 三木孝人，前川　徹，脇田重明，片平恵津子

（2004）THAクリニカルパス．第5回日本クリ

ニカルパス学会，仙台

54. 足立　崇，大成浩征，赤木繁夫，笹井邦彦，飯

田寛和（2004）感染性脊椎炎の初期診断につ

いて．第 103回中部日本整形外科災害外科学

会，神戸

55. 児島　新，小林義輝，中村誠也，中谷健治，飯

田寛和（2004）転落受傷患者についての検討．

第103回中部日本整形外科災害外科学会，神戸

56. 和田孝彦，松矢浩暉，飯田寛和（2004）新し

いコンセプトで開発された Tripple Taper Pol-

ished Stem (C-Stem)の短期成績．第 103回中部

日本整形外科災害外科学会，神戸

57. 若林　英，赤木繁夫，大成浩征，笹井邦彦，飯

田寛和（2004）脊髄砂時計腫の検討．第103回

中部日本整形外科災害外科学会，神戸

58. 梅田眞志，笹井邦彦，大成浩征，赤木繁夫，飯
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田寛和（2004）腰椎の硬膜内に転移した前立

腺癌の1例．第103回中部日本整形外科災害外

科学会，神戸

59. 稾　賢一，千束福司，三木堯明，池田　登，上

尾豊二（2004）腰椎変性辷り症に対する非固

定術の中期成績．第103回中部日本整形外科災

害外科学会，神戸

60. 長谷川　潔，北西正光（2004）京セラ腫瘍用

KLS近位置換型システムを使用し再置換した

三症例の経験．第103回中部日本整形外科災害

外科学会，神戸

61. 斉藤貴徳，藤澤礼子，市岡直也，森　良樹，飯

田寛和（2004）X-tubeを用いた顕微鏡下片側進

入全周除圧術．第103回中部日本整形外科災害

外科学会，神戸

62. 中村誠也（2004）救急医療における整形外科

疾患について．第39回北河内救急研究会，大阪

63. 飯田寛和（2004）股関節外科 40年の進歩と今

後の課題．第 396回東北大学整形外科談論会，

仙台

64. 笹井邦彦（2004）頚椎椎間板ヘルニアに対す

る顕微鏡視下後方摘出術．第 14回大阪整形外

科手術手技研究会，大阪

65. 飯田寛和（2004）人工股関節置換術―前外側

アプローチ．第 14回大阪整形外科手術手技研

究会，大阪

66. 福田　登，和田孝彦，宮島茂夫，足立　崇，菅

俊光，小串むつみ，飯田寛和（2004）在宅加

療困難な重度RA患者の1考察．第11回大阪リ

ウマチケア研究会，大阪

67. 赤木繁夫（2004）関節リウマチの外科的治療．

近畿地区リウマチのケア研修会，大阪

68. 菅　俊光（2004）呼吸理学療法とその効果に

ついて．第 17回日本リハビリテーション医学

会近畿地方会，大阪

69. 飯田寛和（2004）人工股関節再置換術の手技

とpitfall. 第13回奈良県骨・関節研究会，奈良

70. 飯田寛和（2004）人工股関節に関わる諸問題．

第6回Latest Orthopedics研究会，神戸

71. 谷川暢之，斉藤貴徳，小串むつみ，今田直紀，

飯田寛和（2004）末梢神経不全損傷に対する

bypass graft術の再生形式についての検討．第

47回日本手の外科学会学術集会，大阪

72. 高田敬蔵，稲葉宗夫，平　　充，馬場　奨，飯

田寛和，池原　進（2004）SAMP6マウスを用

いた，骨髄内骨髄移植による老人性骨粗鬆症

の治療．日本病理学会，北海道

73. 高田敬蔵，稲葉宗夫，上田祐輔，平　　充，馬

場　奨，福井淳一，郭　可泉，飯田寛和，池

原　進（2004）SAMP6マウスを用いた，骨髄

内骨髄移植による老人性骨粗鬆症の治療．老

化促進モデルマウス（SAM）研究協議会，大阪

74. 谷川暢之 , 斉藤貴徳 , 飯田寛和（2004）末梢神

経 bypass移植術の再生軸索の起源についての

検討．第15回日本末梢神経学会，つくば市

75. 高田敬蔵，稲葉宗夫，上田祐輔，平　　充，馬

場　奨，福井淳一，郭　可泉，李　　銘，飯田

寛和，池原　進（2004）SAMP6マウスを用い

た，骨髄内骨髄移植による老人性骨粗鬆症の

治療．日本免疫学会総会，学術総会，北海道

76. 谷川暢之，斉藤貴徳，飯田寛和（2004）末梢

神経 Bypass移植術の再生軸索の起源と再生形

式についての検討．第 19回日本整形外科学会

基礎学術集会，東京

77. 山本　慶，大野博史，加須屋崇，赤木繁夫，飯

田寛和（2004）大腿骨頭に発生した良性軟骨

芽細胞腫の一例．第396回整形外科集談会京阪

神地方会，大阪

78. 黒井亜弥，和田孝彦，福田　登，飯田寛和

（2004）CTガイド下に経皮的切除を行った類

骨々腫の1例．第397回整形外科集談会京阪神

地方会，大阪

79. 河野良太，山本龍範，赤木繁夫，飯田寛和

（2004）腰椎黄色靱帯内血腫の一例．第 398回

整形外科集談会京阪神地方会，大阪

80. 薬師寺厚芳，中谷晃之，大窪　博，塚本英資，

徳永裕彦，濱田　彰（2004）生後1ヵ月の乳児

に発症した橈骨骨髄炎の1例．第399回整形外

科集談会京阪神地方会，大阪

81. 若林　英，赤木繁夫，大成浩征，笹井邦彦，飯

田寛和（2004）対麻痺を呈した第8胸椎血管腫

の1例．第399回整形外科集談会京阪神地方会，

大阪

82. 守屋　円，宮島茂夫，児島　新，飯田寛和

（2004）両中指伸展拘縮を来した血清反応陰性

対称性滑膜炎（RS3PE）の1例．第400回整形

外科集談会京阪神地方会，大阪

83. 森　康治，笹井邦彦，梅田眞志，若林　英，大
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成浩征，赤木繁夫，飯田寛和（2004）腰椎黄

色靱帯嚢腫の2例．第401回整形外科集談会京

阪神地方会，大阪

84. 井上　豪，福田　登，中村誠也，宮島茂夫，飯

田寛和（2004）鳥口突起骨折を合併した肩鎖

骨関節脱臼に対し，Dewar法にて治療した1例．

第402回整形外科集談会京阪神地方会，大阪

著　書

1. 菅　俊光（2004）第 1 部運動不足による影響

第2章用語の定義．エクササイズ―疾患予防の

ための運動―（前島伸一郎，前島悦子監訳）5–

9頁，エルゼビア・ジャパン，東京

2. 菅　俊光（2004）第 3 章スポーツ障害の治療

スポーツ障害に対する治療の概略．親とコー

チのためのスポーツ医学　傷害の予防と対策

（前島伸一郎，前島悦子監訳）34–40頁，金芳

堂，京都

形成外科学講座

〈研究概要〉

形成外科学の対象領域は，体表を中心とする全身で，先天外表異常，外傷，腫瘍切除などによる形態

の変化，損傷・欠損や母斑，血管腫など色調変化の機能的，整容的再建を行うことを目的としている．

その研究対象も極めて幅広い．現在の主な基礎的・臨床的研究を列挙する．

1）創傷治癒

2）潰瘍，熱傷，褥瘡に対する創傷被覆材

3）ケロイド，瘢痕

4）毛の発毛，育毛

5）皮膚，皮膚付属器腫瘍の免疫組織学的検討

6）皮膚腫瘍 ,母斑 ,血管腫 ,しみの臨床とそのレーザー・ケミカルピール治療

7）熱傷の病態生理および臨床

8）新しい皮弁の開発

9）骨髄移植の免疫寛容における他家同種移植

10）頭蓋顎顔面骨の発育，計測

11）骨・軟骨形成，骨・軟骨誘導，培養軟骨，人工骨，骨・軟骨代謝

12）脂肪組織由来多分化能細胞の分化研究

13）アデノウイルスベクターを用いた遺伝子導入

14）マイクロサージャリー，微小循環再建

15）多指（趾）症，合指（趾）症の発生と再建

16）眼瞼•眼窩領域の解剖と再建

17）顔面外傷，顔面骨骨折の病態と臨床

18）頭蓋底の発生，解剖，手術

19）頭頚部腫瘍手術とその再建

20）唇裂口蓋裂の発生と集学的治療

21）構音障害，音声障害の病理と臨床

22）GIDの病態と手術

23）その他

以下に概説する．

1）創傷治癒

創傷治癒における線維芽細胞の動態
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線維芽細胞のケモタキシス

2）潰瘍，熱傷，褥瘡に対する創傷被覆材

各種被覆材の開発と応用

家兎耳介を用いた創傷被覆材と創傷治癒過程に関する研究

3）ケロイド，瘢痕

ケロイド体質と発生病理，毛孔性苔癬との関連の研究

ケロイド由来細胞のTGF-β，SMADsの検討

4）毛の発毛，育毛

Wistar rat およびC57BL6 mouseを用いた毛成長・毛周期に関する研究

IL6による毛育毛促進の研究

5）皮膚，皮膚付属器腫瘍の免疫組織学的検討

皮膚，皮膚付属器腫瘍の診断，機能評価

6）皮膚腫瘍 ,母斑 ,血管腫 ,しみの臨床とそのレーザー・ケミカルピール治療

単純性血管腫，母斑のレーザー治療とその病理，機序に関する研究

顔面皮膚腫瘍の治療および切除後再建

7）熱傷の病態生理および臨床

熱傷ラットショックモデルによる生体反応に関する研究

超早期植皮のアログラフトを用いた実験的検討

重度熱傷顔貌の頭部X線規格撮影を用いた軟部組織，硬組織の分析

8）新しい皮弁の開発

新規皮弁の開発と微小血管造影による検索

9）骨髄移植の免疫寛容における他家同種移植

皮膚，組織，四肢移植への検討

10）頭蓋顎顔面骨の発育，計測

頭蓋顎顔面外科一般における解剖および計測

Computed radiographyによる当科の頭部X線規格写真分析標準値の検討

CT計測による正常頭蓋骨成長過程の研究

11）骨・軟骨形成，骨・軟骨誘導，培養軟骨，人工骨，骨・軟骨代謝

人工骨•人工材料一般の基礎研究と臨床応用

rhBMP-2による軟部組織内骨誘導能に関する実験的研究

12）脂肪組織由来多分化能細胞の分化研究

骨，軟骨，腱，筋肉への分化応用の研究

13）アデノウイルスベクターを用いた遺伝子導入

BMP-2遺伝子導入による骨形成の研究

14）マイクロサージャリー，微小循環再建

マイクロサージャリー後の組織血流の研究

切断指肢再接着術の予後判定とケミカルメディエーター動態の研究

15）多指（趾）症，合指（趾）症の発生と再建

合指症手術におけるピンサーによる新しい体外拡張法の開発

16）眼瞼•眼窩領域の解剖と再建

眼瞼•眼窩の再建，義眼床の再建

眼瞼，眼球の位置計測と運動性の検討

17）顔面外傷，顔面骨骨折の病態と臨床

外傷，骨折病態と硬固定法の検討
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18）頭蓋底の発生，解剖，手術

前頭蓋底延長術等の外科的侵襲による前頭洞発育への影響に関する臨床研究

胎児頭蓋縫合部の組織発生の検討

19）頭頚部腫瘍手術とその再建

前頭蓋底悪性腫瘍の可及的積極的切除への新しい侵入経路の開発

新しい前頭蓋底悪性腫瘍の切除分類と臨床利用

20）唇裂口蓋裂の発生と集学的治療

唇裂•口蓋裂の発生と集学治療

顎裂骨移植，構音改善手術，顔面骨骨切り術の先進治療

21）構音障害，音声障害の病理と臨床

各種構音障害，音声障害の他覚的診断と治療

22）GIDの病態と手術

GIDの病態と外性器再建術

23）その他

バーチャル•リアリティの形成外科的応用

下肢再建の臨床例における新しいティシューエキスパンダーの開発

食品による癌抑制

唇裂 ,熱傷 ,外傷例の治療終了後メーキャップ施術による心理効果の検討

以上の基礎・臨床研究の成果は，国際学会や国内全国規模学会・研究会発表，学会雑誌・一般学術誌

投稿が活発におこなわれている．その他，形成外科臨床部門において当教室では下記のごとく対外的に

も研究会，カンファレンス等を持ち，臨床研究，検討を進めている．

・義眼床手術研究会（全国規模，年1回，1989年～）

・大阪市立大学・形成外科との臨床症例検討会（KC会，年3回，1994年～）
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宮地良樹，瀧川雅浩編）235–236頁，文光堂，

東京

10. 葛西健一郎（2004）私の rejuvenation戦略．皮

膚科診療プラクティス17巻　Rejuvenationの実

際／皮膚の若返り（葛西健一郎，宮地良樹，瀧

川雅浩編）296–303頁，文光堂，東京

11. 葛西健一郎（2004）眉毛・睫毛の再建．毛髪

疾患の最新治療（平山　峻編）135–146頁，金

原，東京

12. 小川　豊（2004）自己臭症（腋臭症）形成外

科から．皮膚心療内科（宮地良樹ら編）213–

216頁，診断と診療社，東京

13. 小川　豊（2004）母斑・母斑症．形成外科学

第2版（森口隆彦編）249–258頁，南山堂，東京

14. 小川　豊（2004）鼻骨骨折．家庭医学大全科，

3073–3074頁，法研，東京

15. 小川　豊（2004）口唇・口腔内の損傷．家庭

医学大全科、3074–3075頁，法研，東京

16. 小川　豊（2004）舌の損傷．家庭医学大全科，

3075–3076頁，法研，東京

17. 小川　豊（2004）顔面骨骨折．家庭医学大全

科，3077–3079頁，法研，東京

18. 小川　豊（2004）広範囲皮膚剥脱．家庭医学

大全科，3132–3133頁，法研，東京

19. 土井秀明（2004）レーザー脱毛（1）レーザー

脱毛の原理．形成外科ADVANCEシリーズ II-2

レーザー治療最近の進歩（第 2版）（谷野隆三

郎編）178–184頁，克誠堂，東京
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＜研究業績＞

原　著

1. Mizuno K, Okamoto H, Horio T (2004) Inhibitory

influences of xanthine oxidase inhibitor and angio-

tensin I-converting enzyme inhibitor on multinu-

cleated gian cell formation from monocytes by

downregulation of adhesion molecules and puri-

nergic receptors. Br J Dermatol 150: 205–210

2. Mizuno K, Okamoto H, Horio T (2004) Ultraviolet

B radiation suppresses endocytosis, subsequent

maturation, and migration activity of Langerhans

cell-like dendritic cells. J Invest Dermatol 122:

300–306

3. Ohe S, Danno K, Sasaki H, Isei T, Okamoto H,

Horio T (2004) Treatment of acquired perforating

dermatosis with narrowband ultravioletB. J Am

Acad Dermatol 50: 892–894

4. Yamazaki F, Okamoto H, Miyauchi-Hashimoto H,

Matsumura Y, Itoh T, Tanaka K, Kunisada T, Horio

T (2004) XPA gene-deficient, SCF-transgenic mice

with epidermal melanin are registant to UV-

induced carcinogenesis. J Invest Dermatol 123:

220–228

5. Mizuno K, Okamoto H, Horio T (2004) Langhans-

type more than foreign body-type multinucleated

giant cells are induced from UVB-irradiated mono-

cytes. J Dermatol Sci 35: 227–229

6. Matsumura Y, Matsumura Yu, Nishigori C, Horio

T, Miyachi Y (2004) PIG7/ LITAF gene mutation

and overexpression of its gene product in extra-

mammary Paget's disease. Int J Cancer 111: 218–

223

7. Matsumura Y, Moodycliffe, AM, Nghiem DX,

Ullrich SE, Ananthaswamy HN (2004) Resistance

of CD1d-/- mice to ultraviolet-induced skin cancer

is associated with increased apoptosis. Am J Pathol

165: 879–887

8. 中島とう子，岡本祐之，堀尾　武（2004）Base-

dow病を伴ったサルコイドーシス．皮膚臨床

46: 521–523

9. 村江美保，河合修三，堀尾　武（2004）陰圧

密封療法が奏効した巨大ポケットを有する下

腿潰瘍．皮膚の科学　3: 161–165

10. 今井亜紀子，山崎文和，杉原　昭，橋本洋子，

岡本祐之，堀尾　武（2004）外傷を契機に発

症した水疱性類天疱瘡の例．皮膚臨床　46:

1819–1821

11. 井関宏美，岡本祐之，松下匡孝，仲野俊成，堀

尾　武（2004）Cowden 病の 2 例．皮膚臨床

46: 1927–1930

12. 杉原　昭，岡本祐之，堀尾　武（2004）ロメ

フロキサシンおよびオフロキサシン点耳液に

よる播種状紅斑丘疹型薬疹の1例．日皮アレル

ギー　12: 65–69

13. 山本典雅，大貫雅子，為政大幾，堀尾　武

（2004）血液透析中のアナフィラキシー．日皮

アレルギー　12: 91–94

14. 阿曽沼由香，堀尾　武（2004）ニンジン I型ア

レルギー，金属，ラテックス IV型アレルギー，

光アレルギーの合併例．日皮アレルギー　12:

95–99

15. 大江秀一，為政大幾，河本慶子，大貫雅子，堀

尾　修，幾井宣行，堀尾　武（2004）巨大な

腫瘍を形成した Bowen癌の 1例．皮膚の科学

3: 572–575

総　説

1. Matsumura Y, Ananthaswamy HN (2004) Toxic

effects of ultraviolet radiation on the skin. Toxicol

Appl Pharm 195: 298–308

2. 堀尾　武，橋本洋子（2004）光線過敏症の動

物モデル．アレルギー科　17: 116–121

3. 堀尾　武，山中滋木（2004）局面状類乾癬．

Visual Dermatology 3: 366–367

4. 堀尾　武，太田　馨（2004）Ｍucha-Habermann

病．Visual Dermatology 3: 378–379

5. 大江秀一，堀尾　武（2004）Acquired perforating

dermatosis. Visual Dermatology 3: 386–387

6. 為政大幾，二村省三，堀尾　武（2004）Photo-

dynamic therapy: PDT. Visual Dermatology 3:

396–397

7. 秋友保千代，堀尾　武（2004）皮脂腺および

皮脂に及ぼす紫外線（UVB）の影響．フレグ

ランス　ジャーナル　32（3）: 19–25
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8. 正木浩哉，松原弘明，天野克也，岩坂寿二，河

合修三，堀尾　武（2004）皮膚難治性潰瘍に

適応される骨髄細胞移植を用いた血管新生治

療の現状．MB Derma 74: 14–18

9. 堀尾　武（2004）光皮膚科学 IV，光線療法．皮

膚の科学　3: 137–139

10. 堀尾　武，山埼文和，橋本洋子，今井亜紀子

（2004）非ステロイド系消炎鎮痛剤による光ア

レルギーの臨床と動物実験．新薬と臨床　53:

702–711

11. 堀尾　武（2004）循環器系・免疫系に対する

日光の作用．日本医事新報　4197: 94–95

12. 堀尾　武（2004）小児にみる光線過敏症．MB

Derma 93: 179–185

13. 杉原　昭，岡本祐之，堀尾　武（2004）樹状

細胞およびランゲルハンス細胞における細胞

骨格成分の役割．皮膚の科学　3: 449–454

14. 岡本祐之 , 水野可魚，堀尾　武（2004）ヒト末

梢血単球由来の多核巨細胞．日本ハンセン病

学会雑誌　73: 245–251

15. 岡本祐之（2004）サルコイドーシス：新しい

病因の話題と診療の基本　皮膚サルコイドー

シス．Mebio 7: 90–94

16. 岡本祐之（2004）手許に置きたい診断基準と

その解説，サルコイドーシス．皮膚科の臨床

46: 1578–1583

学会発表

1. 堀尾　武，山埼文和（2004）紫外線による免

疫抑制と発癌に対する表皮メラノサイトの役

割．第14回太陽紫外線防御研究委員会，金沢

2. Horio T (2004) DNA damage initiates photo-

biological reactions. 14th International Congress of

Photobiology, Jeju, KOREA

3. Horio T (2004) Photoallergic reactions: Clinical

features and pathomechanisms. Honam Regional

Meeting of Korean Dermatological Assosiation,

Kwangju, KOREA

4. 堀尾　武（2004）菌状息肉症の内服 PUVA 療

法．第103回日本皮膚科学会総会，京都

5. 堀尾　武（2004）最近話題の治療：ナローバ

ンドUVB療法．第20回日本臨床皮膚科医会近

畿支部学会，大阪

6. 岡本祐之，水野可魚，杉原　昭，浜川素子，堀

尾　武（2004）ランゲルハンス細胞に対する

紫外線の影響．第 26回光医学・光生物学会，

大阪

7. 伊藤健人，橋本洋子，堀尾　武（2004）ニュー

キノロン系抗菌薬とUVAによるCPD型DNA損

傷と発癌性．第26回光医学・光生物学会，大阪

8. 堀尾　武（2004）PUVA療法の歴史と応用．第

55回日皮会中部支部学会，金沢

9. Matsumura Y, Moodycliffe AM, Neghiem DX,

Ullrich SE, Ananthaswamy HN (2004) Resisitance

of CD1d-deficient mice to UV skin carcinogenesis

is associated with increased keratinocyte apoptosis.

The 14th International Congress of Photobiology,

Jeju, KOREA

10. 松村康洋（2004）適応外使用されている皮膚

疾患に有効な薬剤（教育講演）．第 103回日本

皮膚科学会総会，京都

著　書

1. 堀尾　武（2004）光アレルギー．総合アレル

ギー学（福田　健編）597–603頁，南山堂，東京

2. 堀尾　武（2004）PUVAと発癌．皮膚科診療プ

ラクティス 16：乾癬にせまる（飯塚　一編）

98–100頁，文光堂，東京

3. 堀尾　武（2004）グルカゴノーマ．皮膚診断

の技法―皮膚を診ると全身が見える（岩月啓

氏，宮地良樹編）220–221頁，診断と治療社，

東京

4. 堀尾　武（2004）老徴，光老化，皮膚発癌．最

新皮膚科学大系・特別巻 1（玉置邦彦，飯塚

一，清水宏，富田　靖，宮地良樹，橋本公二，

古江増隆編）252–259頁，中山書店，東京

5. 堀尾　武（2004）環状紅斑．皮膚疾患最新の

治療2005–2006（滝川雅浩，渡辺晋一編）39頁，

南江堂，東京

6. 岡本祐之（2004）Cobb syndrome, Weber-Christian

syndrome, yellow nail sindrome．最新皮膚科学大

系　特別巻2（玉置邦彦ほか編）75，374，388，

2004頁，中山書店，東京

7. 岡本祐之（2004）肉芽腫様病変，サルコイドー

シス．皮膚診断の技法（岩月啓氏，宮地良樹

編）94–97，246–247頁，診断と治療社，東京
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〈研究業績〉

原　著

1. Matsuda T, Nakagawa M, Ohguchi N, Yanishi M,

Fukui S, Kawa G, Muguruma K (2004) Retro-

peritoneoscopic partial nephrectomy with transient

occlusion of renal artery for treatment of small

renal tumors. Urology 64: 26–30

2. Akaza H, Yamaguti A, Matsuda T, Igawa M,

Kumon H, Soeda A, Arai Y, Usami M, Naito S,

Ohashi Y (2004) Superior Anti-tumor Efficacy of

Bicalutamide 80 mg in Combination with a Lutein-

zing Hormone-(LHRH) Agonist Versus LHRH

Agonist Monotherapy as First-line Treatment for

Advanced Prostate Cancer: Interim Results of a

Randomized Study in Japanese Patients. Jap J Clin

Oncol 34: 20–28

3. 松田公志，巽　一啓，六車光英（2004）男性

更年期障害患者の QOL：男性ホルモン補充療

法による改善．Urol View　2: 100–106

4. 杉　素彦（2004）尿路閉塞による敗血症性

ショックにエンドトキシン吸着療法を行った

2症例．泌紀　50: 685–689

5. 日浦義仁，岡田日佳，佐藤仁彦，河　　源，木

下秀文，松田公志（2004）腹腔鏡下副腎摘除

術．最新医　59: 99–105

6. 六車光英，日浦義仁，松田公志（2004）閉塞

性無精子症の診断と治療．泌紀　50: 553–557

7. 杉　素彦（2004）尿膜管腫瘍と鑑別が困難で

あった腹壁デスモイドの 1例．泌紀　50: 489–

492

8. 六車光英，松田公志（2004）EBMから見た精

索静脈瘤手術．日生殖外会誌　17: 26–29

9. 松田公志，河　　源，中川雅之，福井勝一，矢

西正明，吉田健志（2004）腎動脈遮断による

後腹腔鏡下腎部分切除術：腫瘍部位別手術手

技．VIDEO JOURNAL of JUA

総　説

1. 松田公志，六車光英（2004）精索静脈瘤の治

療―妊孕性への効果を中心に．Urology Today

11

2. 松田公志，佐藤仁彦（2004）腎癌に対する手

術療法．Highlights of AUA　8: 13

3. 松田公志（2004）高齢男性におけるアンドロ

ゲン補充療法．Highlights of AUA　8: 17

4. 岡田日佳，川喜多繁誠，河　　源，六車光英，

松田公志（2004）副腎偶発腫瘍に対する腹腔

鏡下副腎摘除術―泌尿器科の立場から―．ホ

ルモンと臨　52: 83–90

5. 松田公志，六車光英（2004）泌尿器科領域に

おける腹痛への対応はどうするの？　臨研プ

ラクティス　1: 58–67

6. 松田公志，内藤誠二，小野佳成（2004）泌尿

器科における腹腔鏡手術の教育体制．日内視

鏡外会誌　9: 278–281

7. 松田公志，六車光英（2004）精索静脈瘤手術

は有効か．日生殖外会誌　17: 46–49

学会発表

1. 松田公志（2004）男性の更年期を考える．ジェ

ンダーフリー講座，京都

2. 松田公志（2004）男にもある更年期～注意信

号を見逃さないために～．男性のための自己

管理講座，大阪

3. Matsuda T（2004）Laparoscopic Surgical Skill

Qualification System: Japanese experience. 13th

Annual Scientific Meeting of Hong Kong Society

of Minimal Access Surgery, バリ

4. 松田公志（2004）更年期を健やかに過ごすた

めに男性更年期障害とは．ライフサイクルと

しての更年期（研修会），兵庫

5. Matsuda T (2004) Retroperitoneoscopic partial

nephrectomy. 7th Asian Congress of Urology,

Asian Society of Endourology 13th Scientific

Meeting, Pre-congress Endo-Laparoscopic Urology

Workshop, 香港

6. 松田公志（2004）男性更年期障害治療の現状

と課題．第77回日本内分泌学会学術総会，京都

7. 松田公志（2004）男性更年期障害とED―何が

どこまで分かったのか―．広島市内科医会学

術講演会，広島

8. 松田公志（2004）ART時代の男性不妊症診療：

泌尿器科の役割．第7回日本 IVF研究会，大阪

9. 松田公志（2004）男性更年期の治療学を考え
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る．第4回日本Asing Male研究会，東京

10. Tatsumi M, Danno S, Muguruma K, Matsuda T

(2004) Improvement in the quality of life of

PADAM patients following testosterone replace-

ment therapy. The 4th world congress on the aging

male, プラハ

11. Matsuda T, Nakagawa M, Nishida T, Yanishi M,

Kawa G, Muguruma K (2004) Laparoscopy

assisted ileal replacement of the ureter: An initial

experience for a patient with ureteral stricture. 15th

Video-Urology World Congress, 韓国

12. Matsuda T, Kawa G, Kinoshita H (2004) Retroperi-

toneoscopic Partial Nephrectomy: Comparison

between Non-lschemic and lschemic Methods.

Endoscopic And Laparoscopic Surgeons of Asia,

バリ

13. Hiura Y, Kawa G, Kinoshita H, Matsuda T (2004)

Laparoscopic Retroperitoneal Pyeloplasty for

Ureteropelvic Junction Stenosis. Endoscopic And

Laparoscopic Surgeons of Asia, バリ

14. Matsuda T, Ono Y (2004) Laparoscopic Surgical

Skill Qualification system in Urology. Urological

Research Society Meeting, 韓国

15. 佐藤仁彦（2004）腹腔鏡下手術における合併

症の検討．第23回泌尿器科手術研究会，香川

16. 乾　秀和，川喜多繁誠，岡田日佳，河　　源，

松田公志（2004）術後 14年目に穿孔をきたし

たコックパウチの一例．第186回日本泌尿器科

学会関西地方会，大阪

17. 巽　一啓，日浦義仁，六車光英，松田公志

（2004）男性更年期障害患者に対するホルモン

補充療法の検討．第120回関西医科大学学術集

談会，大阪

18. 巽　一啓，六車光英，松田公志（2004）男性

更年期外来受診患者の気分プロフィール検査

POMSによる評価．第126回日本不妊学会関西

支部集談会・第 27回関西アンドロロジーカン

ファレンス，大阪

19. 中川雅之，福井勝一，西田晃久，巽　一啓，矢

西正明，田中朋子，大口尚基，河　　源，六

車光英，松田公志（2004）腎動脈遮断による

後腹膜腔鏡下腎部分切除術．第119回関西医科

大学学術集談会，大阪

20. 松田公志（2004）How to manage complications

during laparoscopic renal surgery．泌尿器科腹腔

鏡下手術研究会，愛知

21. 河　　源，松田公志（2004）腎動脈遮断によ

る鏡視下腎部分切除術．第 92回日本泌尿器科

学会総会，大阪

22. 河　　源，西田晃久，日浦義仁，三島崇生，吉

田健志，大口尚基，六車光英，松田公志（2004）

馬蹄腎に対する腹腔鏡下半腎摘除術の経験．

第92回日本泌尿器科学会総会，大阪

23. 六車光英，巽　一啓，檀野祥三，日浦義仁，松

田公志（2004）男性更年期外来受信患者の血

中テストステロン値の検討．第 92回日本泌尿

器科学会総会，大阪

24. 佐藤仁彦，谷口久哲，吉田健志，乾　秀和，巽

一啓，西田晃久，川喜多繁誠，日浦義仁，大

口尚基，河　　源，岡田日佳，六車光英，松

田公志（2004）腹腔鏡下手術における合併症

の検討．第92回日本泌尿器科学会総会，大阪

25. 日浦義仁，河　　源，吉田健志，谷口久哲，乾
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眼科学講座

〈研究概要〉

I　臨床研究

1．高齢者の視機能をおびやかす加齢黄斑変性症において脈絡膜新生血管が網膜中心窩に発生した時には

有効な治療法がなかったが，最近光線力学療法の治験が終わり，臨床応用が開始された．日本人におけ

る効果の程度と限界をあきらかにするべく，多くの治療症例を蓄積して詳細な経過観察を行っている段
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階である．さらに，薬剤で脈絡膜新生血管を抑制することを目的に，現在3種類の治験が進行中である．

2．網膜深層および脈絡膜の病変は通常の診療技術ではとらえにくく，それを補うものとしてフルオレス

セインとインドシアニングリーンの蛍光造影剤を用いた蛍光眼底造影による検査所見と遠赤外光を用い

た網膜断面観察計optical coherence tomography（OCT）とにより黄斑部病変の詳細な観察を行う研究に力

を注いできた．黄斑変性症の代表である加齢黄斑変性症と，それに似ていて異なる疾患であるポリープ

状脈絡膜血管症とを疫学的，臨床的に比較検討し，日本人におけるこの疾患の病態が欧米人とは異なる

点が明らかとなってきた．この成果は治療適応やその時期・方法などの検討に重要で臨床に役立つもの

である．

3．黄斑上膜，網膜剥離，加齢黄斑変性，緑内障と眼科で手術対象となる疾患は高齢者に多く，同時に白

内障も罹患していることが多い．これらの手術治療に際し，超音波による水晶体摘出術，眼内レンズ挿

入術を同時に行うことができれば，1回の手術で複数の眼疾患を治療することが出来る．その治療結果は

術式の洗練により飛躍的に向上し，むしろ同時手術の方が原疾患の治療成績もよいことがわかってその

成績を報告してきたが，さらに精密な視機能を得るべく臨床データの蓄積と解析を行っている．

4．慢性の緑内障はゆっくりと視野障害が進行し，決定的な治療法に欠けるが，新しい眼圧下降薬と新し

い手術術式が登場し，その効果を確かめる臨床成績を報告してきた．現在新しい眼圧下降点眼薬の治験

を進めている．

II　実験研究

1．培養細胞を用いて，緑内障における房水流出抵抗の場である線維柱帯細胞において，NOが保護的作

用を持つことがわかってきて緑内障の研究に展開がある．

2．神経栄養因子であるPigment epithelium derived factor（PEDF）は同時に血管新生抑制作用ももつ．ヒト

の硝子体におけるPEDF濃度は，増殖糖尿病網膜症で低く，網膜剥離では高いことがわかった．増殖糖尿

病網膜症における新生血管の発生メカニズムに PEDFの低下が関与していることは今後の治療を考える

うえで重要である．

3．薬剤誘発網膜色素変性症において，網膜の変性が食餌性にある程度コントロールできることがわかっ

てきて，本症への介入に新たな展開を期待したい．

4．網膜色素上皮は高濃度のオルニチンで傷害されるが，培養網膜色素上皮においては傷害されるタイプ

とされないタイプの2種類があり，障害はプロリンによってレスキューされ，その傷害のメカニズムにア

ミノ酸トランスポーターが関与することがわかってきた．網膜変性のメカニズムに新たな視点が加えら

れている．
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放射線科学講座

〈研究概要〉

放射線科での主な研究は次の如くである．

基礎医学

（A）腫瘍の放射線・温熱感受性とアポトーシスの関連および関連遺伝子発現との相関

（B）実験腫瘍の抗Fas抗体とフローサイトメトリーを用いた照射後の細胞死動態の解析

（C）実験腫瘍における放射線増感剤，防護剤のラジカル生成への影響と抗腫瘍効果との関連

（D）血管新生阻害剤による温熱効果増強

（E）メタリックステントの物理特性と生体適合性

（F）IVRにおける新しいデバイスの開発

（G）肝癌塞栓術の新しい展開

（H）高周波誘導加温による解離性動脈瘤の治療

（I）移植腫瘍における動注化学療法の効果

（J）膜電位指示蛍光試薬を用いた腫瘍細胞膜電位測定による温熱効果及び薬剤増感の機序究明

臨床放射線治療学

（A）進行癌の予後因子の分子生物的アプローチ：癌遺伝子bax/bCI- 2比との関連

（B）温熱放射線療法患者における癌遺伝子産物の発現と抗腫瘍効果及び生存率についての検討

（C）高線量率小線源治療と局所腔内加熱同時併用による食道粘膜の障害と治療効果比の検討

（D）肺癌に対する高線量率と小線源治療の効果判定

（E）X-ナイフによる治療成績の検討

血管造影・IVR

（A）メタリックステントを用いた終末期医療の臨床成績

（B）各種薬剤による動注化学療法の効果

（C）肺癌治療における新しい展開
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核医学

（A）肝細胞増殖因子の抗肝実質細胞障害作用発現とアシアロ糖蛋白受容活性との関連

（B）RI標識アシアロ糖蛋白受容体を用いた肝障害の評価方法の確立

（C）IVR，放射線治療後の機能評価

MR部門

（A）新しい撮像法を用いた腫瘍検出法の確立

（B）疾患別MR診断理論の確立

その他

（A）3次元画像診断システムの作成

（B）PACSの構築とその運用理論の確立
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中俊明，白石友邦，狩谷秀治（2004）透析シャ

ントにおける炭酸ガス造影とヨード造影の狭
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安田勝彦，神崎秀陽（2004）当科における更

年期障害患者の診断と治療．産婦の進歩　56:
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〈研究概要〉

平成16年は，特筆すべきイベントとして9月17日～18日に高血圧自然発症ラット（SHR）学会を主催

した程度で大きな催しはなかった．

研究は，従来とほぼ同じ方向のもので，生活習慣病の診断法，免疫関連の指標が中心である．高血圧

や循環器疾患との関連が示唆されている内因性ジギタリスについては，telocinobufaginの血中濃度が極め

て高く，活性値と高いので，病態生理的役割があるものと考えて，特異的な抗体を作成して測定系を開

発している．現在のところでは，測定系は確立したが，特異性に高い抗体ではないので，引き続き検討

中である．セロトニンの病態診断における役割の研究では，動脈硬化症の診断指標として東ソー（株）

と共同で米国での特許を取得した．さらに，喫煙時の指標，あるいは糖尿病での診断指標として特許を

申請しつつある．
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救急医学科

〈研究概要〉

出血性ショックにおける高張食塩液蘇生の臓器障害防御効果とアポトーシス発現に関する実験的研究

1）出血性ショックにおけるアポトーシス発現と高張食塩液の免疫賦活作用に関する研究―高張食塩液投

与により免疫抑制状態をどのように回避できるか―

出血性ショック後の蘇生に成功しても，その後にARDS（急性呼吸窮迫症候群）やMOF（多臓器不全）

が発生し，死亡する症例がしばしば見られる．これには，出血性ショック後の免疫抑制状態が深く関与

していると考えられ，高張食塩液の抗アポトーシス作用が免疫抑制状態を回復または回避するメカニズ

ムの解明を行い，治療に役立てることを目標とする．

出血性ショックモデルとして，Balb/cマウスの左大腿動脈より脱血して血圧を 40 mmHgに 90分保つ．

蘇生方法として，高張食塩液と脱血血液，2倍量の脱血血液量のラクテートリンゲル液と脱血血液，Sham

群，コントロール群での，胸腺，脾臓でのアポトーシス発現と免疫抑制状態の関係を蘇生後経時的に検

討する．胸腺，脾臓でのアポトーシス発現をフローサイトメトリーを用いて測定する．①胸腺，脾臓で

のアポトーシス発現を凍結切片を用いて測定する．②アポトーシスが発現している細胞が，CD4か CD8

のどちらの細胞が発現しているかをアポタグ染色とCD4，CD8の2重染色で検討する．③出血性ショック

後に制御性T細胞（CD25+，CD4+）がどのように発現しているかを，凍結切片の2重染色などにより観察

する．④ヘルパー T細胞Th1/Th2比の不均衡状態，すなわちTh2の優位状態への偏位などが起きていない

かを時間経過によりどのように変化するかを検討する．

2）iNOSノックアウトマウスを用いた重度侵襲ストレス応答とアポトーシス発現のメカニズムの解析（出

血性ショックモデルと熱傷モデルにおける検討）

出血性ショックや熱傷などの重度侵襲においては，しばしば全身の重要臓器に障害をもたらす．その

臓器障害にアポトーシスが関与するといわれている．出血性ショックの蘇生液として高張食塩液を投与

するとラクテートリンゲル液で蘇生したときと比較して肺傷害，小腸障害，肝障害などの臓器障害を軽

減することが知られている．また，ラクテートリンゲル液に比較して各臓器でのアポトーシス発現を抑

制することもわかってきた．当科では，従来，iNOSノックアウトマウスを用いてLPS投与の敗血症モデ

ルでの免疫機能への影響に関する研究を行ってきたが，今回，iNOSノックアウトマウスを用いて，重度

侵襲（ストレス）モデルでの，アポトーシス発現に関するメカニズムの解析を行うことにより，将来，

これら，重度侵襲ストレス後の臓器障害，臓器不全に移行するのを防ぎ，救命率をあげることを目的と

して研究を行う．出血性ショック後に蘇生液として高張食塩液を用いた場合には，アポトーシス発現を

抑制することが解ってきたが，一方，熱傷モデルにおいては，輸液として，高張食塩液を用いた場合に

は，ラクテートリンゲル液に比較してむしろ，肺障害を増悪させるといわれている．最近の研究では，
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高張食塩液を投与する前に iNOSの inhibitorを投与することにより，増悪させる効果を減少させることが

報告された．すなわち，重度侵襲下においては，臓器障害とアポトーシス発現はNOを介して深く関連し

ていると考えられる．これら侵襲の違うモデルでのアポトーシス発現のメカニズムの解明は，重度侵襲

後の臓器障害を予防，改善させ，将来これらの患者の救命率をあげることに寄与するものと考えられる．

臨床研究

1）統合失調症における過大侵襲時の生体反応

重度外傷の受傷者の場合には，過大侵襲のために，例えばストレス潰瘍などのように，種々の過剰な

生体反応の結果と見られる合併症を来し，治療に難渋することが少なくない．一方，統合失調症の患者

は，自損行為により例えば高所から墜落して骨折や臓器損傷などの重度の外傷を受傷していても，ある

いは自損行為による腹部刺創で腸管脱出を来していても，搬入時には疼痛を訴えず，入院後の経過が順

調で，合併症を併発することも少ない．統合失調症患者では侵襲に対する過度の生体反応が起きないた

めに，合併症が少なく，予後がよいのではないかと考えている．統合失調症患者で侵襲に伴って分泌さ

れるストレスホルモン，サイトカインを追跡し，また，患者の重症度を評価し比較，検討するため損傷

形態，重症度，経過中の合併症を評価する臨床研究を継続中である．

2）急性期脊髄損傷に対する培養自家骨髄間質細胞移植による脊髄再生治療の検討 .第 I–II相臨床試験（準

備中）

急性期脊髄損傷患者を対象にした培養自家骨髄間質細胞移植による脊髄再生治療の臨床効果および安

全性を評価する．

脊髄損傷重症例では，生涯を対麻痺のために車椅子で，あるいは四肢麻痺のためにベッド上での生活

が強いられる．さらに呼吸筋麻痺のために人工呼吸器すら外せない場合もある．平成13年6月1日に厚生

労働省がおこなった調査において，18歳以上の脊髄損傷患者は約 10万人で毎年 5,000人の患者が発生し

ている．脊髄損傷患者の多くは介護を必要とするため，その治療法の発展は，当事者のQOLや社会参加

を大きく向上させるだけでなく，介護の社会的コストを大きく削減することに繋がるものと考えられる．

従来，何らかの外傷により損傷を受けた中枢神経組織は再生せず，その機能回復は不可能とされてき

た．急性期にはその損傷の程度をできるだけ小範囲にとどめるためメチルプレドニゾロンが投与されて

いる．また，慢性期にはその残存した神経機能をできるだけ引き出すリハビリテーションが行われてい

る．

新しい治療法の可能性として，最近，骨髄間質細胞を移植することによって中枢神経の損傷部を修復

させようとする試みが報告された．共同で研究を行う京都大学の研究グループもラットから採取した骨

髄から間質細胞を分離培養し，胸髄 Th8–9レベルに挫滅損傷を加えた別のラットへ移植する実験を行っ

てきた．損傷後急性期に損傷部へ直接移植を行った群で歩行運動の著明な改善を認めた．しかし，ヒト

への応用を考えた場合には，脊髄の実質内に細胞を注入するのは危険性が高く，注入操作そのものによ

り新たな損傷が発生する可能性がある．一つの解決案として，細胞を脳脊髄液中に投与することが考え

られる．ラット骨髄間質細胞を第四脳室内に投与する実験で，移植した群では神経学的な回復が認めら

れており，組織学的にも脊髄損傷の程度が軽く損傷部位の空洞の形成が少ない結果が認められた．この

回復は移植細胞からの活性物質によるものと考えられるが，その詳細は未だ不明である．移植された細

胞は，初期には損傷部位内部に認められるが，1か月以上生存する細胞はごく少数しか存在せず，移植さ

れた細胞が長期間生着することが神経機能の回復にとって必須でないことが示唆される．また，移植さ

れた細胞は初期には脊髄の表面に広く分布していたが，それは時間とともに減少傾向にあったので，ES

細胞移植時に問題となっているような腫瘍化などの危険性もほとんど考えられない．

骨髄間質細胞移植以外の脊髄損傷治療として諸外国においても細胞治療の開発が行われている．脳由

来神経幹細胞を用いた治療法については，動物実験で，移植細胞が神経系の細胞に分化したという報告
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がある．臨床的な利用を考えると，本人からの中枢神経由来の幹細胞の採取は現実的には難しい．また

中絶ヒト胎児由来の幹細胞や胚性幹細胞（ES cell）を利用する場合には，倫理的な問題や拒絶反応の問

題は避けられず，免疫抑制薬が必要となれば二次的な副作用も生じうる．またウィルス，プリオン等の

感染の危険性もある．また，患者自身のマクロファージを培養し活性化してから骨髄損傷部へ直接移植

する方法や，鼻粘膜より採取し培養した嗅球の神経細胞を取り巻くグリア細胞（OEG）を骨髄損傷部へ

直接移植する方法が，実際にヒトへの臨床応用として行われている．これらの治療法はまだ実験段階で

あり，有効性および安全性が検証されたものではない．加えて，これらの細胞の移植には，損傷部位の

脊椎の椎弓切除を行って損傷部の脊髄実質内に直接，細胞を注入する方法が不可欠である．

一方，今回われわれが提案する骨髄間質細胞の移植は，“脳脊髄液中への培養細胞の投与が有効であ

る”というこれまで京都大学の研究グループで行ってきた研究結果をふまえて，通常の腰椎穿刺の手技

を使って脳脊髄液中に細胞を投与するため，諸外国で行われている臨床実験と比較しても，患者への侵

襲が少なく，より危険性の少ない優れた方法であると考えている．

臨床応用に向けて，脊損ラットでの効果確認と健常サルでの安全試験は行ったものの，ヒトでの安全

試験や当然ながら効果は未確認であることなどの倫理的な問題などを注意深く検討し，患者団体とも接

触して膨大な計画書を作成してきた．倫理委員会の承認が得られれば，詳細な患者説明書を公開し，実

施の運びである．

＜研究業績＞

原　著

1. 武山直志，田中孝也，松尾信昭，山本　透，中

谷壽男（2004）高度侵襲患者における immuno-

paralysis―ヘルパーT cell phenotype不均衡とマ

クロファージ単球機能失調―．救急医学　15:

1–7

2. 中谷壽男（2004）中毒性疾患の治療の動向．今

日の治療指針　46: 105

3. 中谷壽男（2004）緊急時の輸液と輸血．救急

ケアマニュアル　116–120

4. 藤井弘史，中谷壽男（2004）［胸部の画像診断］

急性大動脈解離．月刊レジデントノート　6:

451–454

5. 矢吹　輝，浅井　悌，松尾信昭，北澤康秀，中

谷壽男（2004）救命救急センターにおけるNST

の役割．救急・集中治療　16: 1113–1118

6. 三木重樹，田中孝也，北澤康秀，弘津喜史，武

山直志，中谷壽男（2004）P-ANCA抗体価の漸

減中に肺病変の再燃を認めた顕微鏡的多発血

管炎の1例．日本臨床救急医学会雑誌　7: 334–

338

7. 中谷壽男（2004）急性腹症の診断と鑑別診断

のポイント．臨床研修プラクティス 11 月号

1: 12–21

8. 中谷壽男（2004）防ぎうるうる外傷死を減ら

すために．―日本外傷学会，日本救急医学会

の取組み―　37: 3–6

9. 三木重樹，田中孝也，松尾信昭，山本　透，北

澤康秀，中谷壽男（2004）当救急センターに

おけるミカファンギンの使用経験．新薬と臨

床　53: 48–55

10. 新谷　裕，中谷壽男（2004）．その他 129．各

種の毒物中毒．増刊号　臨床外科　59: 382–

384

総　説

1. 中谷壽男，山本保博（2004）急性中毒．今日

の治療指針　46: 1129–1154

2. 中谷壽男（2004）概論：薬毒物の簡易定性，半

定量検査法とその臨床的意義．日本臨床増刊

号　広範囲血液・尿化学検査・免疫学的検査2

第6版　62: 518–521

学会発表

1. Nakatani T, Suzuki Y, Ide C (2004) Present Status

for the Clinical Application of Spinal Cord Regen-

eration Therapy with Bone Marrow Stromal Cell

Administration into Cerebrospinal Fluid. The 63rd

American Association for the Surgery of Trauma,

Maui, Hawaii

2. 中谷壽男（2004）Let’s learn ACLS and JATEC.

浜松外科医会講演会，浜松

3. 岩瀬正顕，神嵜清一郎，吉岡正太郎，田中孝
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也，中谷壽男，河本圭司（2004）重症脊椎損

傷患者の急性期管理．第9回日本脳神経外科救

急学会，広島

4. 岸本真房，弘津喜史，三木重樹，田中孝也，山

本　透，武山直志，中谷壽男（2004）自然中

毒（走野老）により不隠状態を呈し搬送され

た1例．第89回日本救急医学会近畿地方会，大

和郡山

5. 吉岡正太郎，岩瀬正顕，浅井　悌，中谷健治，

山本　透，田中孝也，中谷壽男（2004）後頭

蓋窩の非外傷性くも膜下出血で発症した右小

脳橋角部脳動静脈奇形の1例．第89回日本救急

医学会近畿地方会，大和郡山

6. 中谷壽男（2004）認定医制度から専門医制度

へ．日本救急医学会第9回専門医・認定医セミ

ナー，大阪

7. 弘津喜史，矢吹　輝，山本　透，田中孝也，中

谷壽男（2004）Rt-THA手術中に肺塞栓症とな

り，IVCfilter留置後急性偽性腸閉塞症を繰り返

した 1症例．第 9回日本腹部救急医学会総会，

東京

8. 藤井弘史，弘津喜史，三宅建作，井上　豪，吉

岡正太郎，岸本真房，松尾信昭，山本透，田

中孝也，中谷壽男（2004）当センターにおけ

る急性大動脈解離症例の現状．第9回河内救急

医療懇話会，大阪

9. 岩瀬正顕，吉岡正太郎，田中孝也，中谷壽男，

河本圭司（2004）重症脳損傷病態管理におけ

るBISモニターの有用性と問題点．第7回日本

臨床救急医学会総会，東京

10. 富野敦稔，矢吹　輝，松尾信昭，田中孝也，中

谷壽男（2004）SIRSに伴うALIに対するsodium

sivelestat hydrateの治療症例の検討．第7回日本

臨床救急医学会総会，東京

11. 中谷健治，岩瀬正顕，梶本心太郎，山本　透，

田中孝也，中谷壽男，河本圭司（2004）診断

に難渋した特発性脊椎硬膜外血腫の1例．第7

回日本臨床救急医学会総会，東京

12. 田中孝也，山本　透，武山直志（2004）救命

救急センターにおける保健医療の適正化につ

いて―医療費の包括評価制度は適正か？―．

第7回日本臨床救急医学会総会，東京

13. 石倉宏恭，平川昭彦，梶本心太郎，矢吹　輝，

中谷壽男（2004）膵管非融合（Pancrease divisum）

例に合併した膵損傷の治療方針と損傷分類に

関して．第18回日本外傷学会，札幌

14. 中谷健治，中村誠也，浅井　悌，山本　透，田

中孝也，中谷壽男（2004）当センターにおけ

る多発骨折症例の初期治療について．第 18回

日本外傷学会，札幌

15. 梶本心太郎，石倉宏恭，平川昭彦，山本　透，

中谷壽男（2004）膵―胃吻合再建術を選択し

たIIIa型膵損傷症例．第18回日本外傷学会，札幌

16. 藤井弘史，大谷　肇，弘津喜史，三宅建作，山

本　透，北澤康秀，田中孝也，中谷壽男，今

村洋二（2004）当救命センターにおける急性

大動脈解離に対する上行・弓部置換術例．第

47回近畿心臓外科研究会，大阪

17. 日原正勝，小川　豊，久徳茂雄，北澤康秀

（2004）手部深達熱傷の治療方針と問題点．第

30回日本熱傷学会，東京

18. 中村誠也，飯田寛和，中谷健治，中谷壽男

（2004）Limited Contact-LCP plateを用いた上肢

骨疾患に対する治療経験．第 30回日本骨折治

療学会，東京

19. 松田公志，中谷壽男，西川光重，米田　博，鏡

山博行（2004）選択性臨床実習における大学

間相互乗り入れ：関西医科大学と大阪医科大

学での試み．36回日本医学教育学会，高知

20. 中谷壽男（2004）急性脊髄損傷の概要と関西

医大高度救命救急センターの状況．第4回脊髄

再生研究促進市民セミナー―脊髄由来細胞の

移植による脊髄損傷の治療，東京

21. 中谷壽男（2004）侵襲下の肝代謝と酢酸輸液．

第5回千葉CCM輸液・栄養研究会，千葉

22. 中谷壽男（2004）北河内地区のメディカルコ

ントロール体制．平成 16年度北河内ブロック

救急医療研修会，守口

23. 北澤康秀（2004）メディカルコントロール体

制下の二次救急病院の役割．平成 16年度北河

内ブロッック救急医療研修会，守口

24. 武山直志，田中孝也，矢吹　輝，三木重樹，中

谷壽男（2004）侵襲状態下における免疫能異

常と immunomodulation―基礎並びに臨床的検

討．第32回日本救急医学会総会，千葉

25. 岩瀬正顕，吉岡正太郎，中谷健治，田中孝也，

中谷壽男，河本圭司（2004）頸椎クリアラン

スの現状と問題点．第 32回日本救急医学会総
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会，千葉

26. 中谷壽男（2004）ACLS とメディカルコント

ロール．平成 16年度中河内ブロック救急医療

研修会，大阪

27. 矢吹　輝，田中孝也，富野敦稔，中谷健治，松

尾信昭，山本　透，武山直志，中谷壽男（2004）

熱傷初期における輸液量，血液製剤制限の工

夫．第7回日本臨床救急医学会総会，東京

28. 阪口博保，安部高子，柴田春美，齋藤ひろみ，

下前　学，松尾信昭，齊藤一文字，中谷壽男，

新宮　興（2004）薬剤師として災害医療ワー

キングチームのメンバーになって．第9回日本

集団災害医学会，札幌

29. 黒木由美子，吉岡敏治，大橋教良，白川洋一，

屋敷幹雄，村田厚夫，中谷壽男，嶋津岳士，上

条吉人，広瀬保夫，清田数也，波多野弥生，飯

田　薫，飯塚富士子，遠藤容子（2004）血中

濃度分析値を含むヒト急性中毒症例収集・報

告統一システムの構築．第 26回日本中毒学会

総会，広島

30. 原　克子，小宮山豊，宗像眞智子，中谷壽男，

高橋伯夫（2004）毒草（ハシリドコロ）によ

るアルカロイド中毒症例のGC/MS分析．第26

回日本中毒学会総会，広島

31. 新谷　裕，箱田　滋，森口哲也，木内俊一郎，

中谷壽男（2004）肺炎を併発した急性薬物中

毒症例のクリニカルパス導入のための入院期

間の検討．第26回日本中毒学会総会，広島

32. 藤田昌哲，宮崎秀行，浅井　悌，藤井弘史，岩

瀬正顕，山本　透，田中孝也，中谷壽男（2004）

脳炎加療中，中心静脈カテーテルが原因と思

われる上大静脈症候群をきたした1例．第10回

河内救急医療懇談会，東大阪

著　書

1. 中谷壽男（2004）ショックにおける生体反応

と臓器障害．救急医療の最先端（島崎修次，山

本保博，相川直樹編）36–40頁，最先端医療技

術研究所，東京

2. 中谷壽男（2004）第 14 章　妊婦外傷．改訂

外傷初期診療ガイドライン（日本外傷学会外

傷研修コース開発委員会編）197–204頁，へる

す出版，東京

輸血部

〈研究概要〉

1．同種血，自己血輸血に関する研究

輸血検査の自動化システムを導入し，従来法と比較検討をすることにより，合理的な運用体制を検討

している．また，不規則抗体検査などの輸血検査の標準化や合理化についても検討している．緊急輸血

症例や輸血副作用症例を解析し，輸血療法の安全性の向上を目指している．

2．細胞療法やHLA検査に関する研究

同種および自己造血幹細胞移植の採取・評価・保存を実施しており，これらの所見と臨床経過との関

連について検討している．また，移植症例の同種抗体（HLA抗体，血小板抗体）について，移植後の免

疫能や臨床所見との関連から検討している．

＜研究業績＞

原　著

1. Ohnishi K, Ino A, Kishimoto Y, Usui N, Shimazaki

C, Ohtake S, Taguchi H, Yagasaki F, Tomonaga M,

Hotta T, Ohno R (2004) Multicenter prospective

study of interferon alpha versus allogeneic stem

cell transplantation for patients with new diagnoses

of chronic myelogenous leukemia. Int J Hematol

79: 345–353

2. Nakai K, Tajima K, Tanigawa N, Matsumoto N,

Zen K, Nomura S, Fujimoto M, Kishimoto Y,

Amakawa R, Sawada S, Fukuhara S (2004) Intra-

arterial steroid-injection therapy for steroid-refrac-

tory acute graft-versus-host disease with the evalu-

ation of angiography. Bone Marrow Transplant 33:

1231–1233



160 関西医大誌　第 57 巻

3. Takebayashi M, Amakawa R, Tajima K, Miyaji M,

Nakamura K, Ito T, Matsumoto N, Miyazaki Y,

Zen K, Kishimoto Y, Fukuhara S (2004) Blood

dendritic cells are decreased in acute graft-versus-

host disease. Bone Marrow Transplant 33: 989–

996

4. 横井　崇，森眞一郎，杉本博是，小宮山豊，植

村芳子，谷尻　力，中井邦久，松本憲明，全

勝弘，尼川龍一，岸本裕司，家子正裕，高橋

伯夫，福原資郎（2004）抗リン脂質抗体を伴っ

た脾辺縁帯 B細胞リンパ腫．臨血　45: 1095–

1099

総　説

1. 岸本裕司（2004）輸血医療の進歩と課題　輸

血副作用　輸血後肝炎．日内会誌　93: 1339–

1344

学会発表

1. 松本憲明，中井邦久，森眞一郎，全　勝浩，岸

本裕司，尼川龍一，福原資郎（2004）再発，治

療抵抗性 B細胞性非ホジキンリンパ腫に対す

るR-ESHAP療法．第44回日本リンパ網内系学

会総会，京都

2. 森眞一郎，松本憲明，中井邦久，全　勝浩，岸

本裕司，尼川龍一，福原資郎（2004）未治療

濾胞性リンパ腫に対するRituximab単独および

維持療法．第44回日本リンパ網内系学会総会，

京都

3. 河野誠司，嶋元佳子，松本憲明，森慎一郎，全

勝弘，岸本裕司，尼川龍一，植村芳子，福原

資郎（2004）Light chain deposition diseaseに続

発したAngioimmunoblastic T cell lymphomaの一

例．第44回日本リンパ網内系学会総会，京都

4. 谷岡理恵，尾形　誠，中井邦久，田嶋健一郎，

松本憲明，森眞一郎，全　勝浩，岸本裕司，尼

川龍一，福原資郎（2004）Auto PBSCT併用大

量化学療法後に骨髄非破壊的同種骨髄移植を

施行した形質細胞腫．第 27回日本造血細胞移

植学会総会，岡山

5. 横井　崇，松本憲明，中井邦久，森眞一郎，全

勝浩，植村芳子，岸本裕司，尼川龍一，福原

資郎（2004）リツキシマブ投与後にCD20が陰

性となった濾胞性リンパ腫．第 44回日本リン

パ網内系学会総会，京都

6. 谷尻　力，松本憲明，中井邦久，森眞一郎，全

勝浩，岸本裕司，尼川龍一，福原資郎（2004）

自己末梢血造血幹細胞移植を施行後，肺高血

圧症を認め，Pulmonary venoocclusive diseaseが

疑われた悪性リンパ腫．第 44回日本リンパ網

内系学会総会，京都

7. 中村謙吾，森眞一郎，松本憲明，中井邦久，全

勝浩，岸本裕司，尼川龍一，福原資郎（2004）

Trisomy 18単独異常を認めた濾胞性リンパ腫．

第44回日本リンパ網内系学会総会，京都

8. 阿部　操，有元美代子，細川美香，岡前文子，

山岡　学，大谷哲司，松崎龍典，寺西節子，岸

本裕司，福原資郎（2004）カラム凝集法にお

ける直接抗グロブリン試験の検討．第 52回日

本輸血学会総会，札幌

9. 有元美代子，阿部　操，細川美香，岡前文子，

山岡　学，大谷哲司，松崎龍典，寺西節子，寺

岡敦子，岸本裕司，福原資郎（2004）カラム

凝集法を用いた時間外輸血検査の運用．第 52

回日本輸血学会総会，札幌

10. 山岡　学，松崎龍典，寺嶋由香利，有元美代

子，細川美香，阿部　操，岡前文子，大谷哲

司，寺西節子，岸本裕司，海堀昌樹，福原資

郎（2004）移植後にHLA抗体が検出された生

体肝移植．第48回日本輸血学会近畿支部総会，

京都

香里病院内科

学会発表

1. 藤井壽仁，高岡　亮，田川善啓，北野貴弘，大

宮美香，津田信幸，奥野雅史，小倉徳裕，高

田秀穂，久保田佳嗣，水野孝子，岡崎和一

（2004）巨大十二指腸ブルンネル腫瘍の一例．

第80回日本消化器病学会近畿支部例会，奈良

2. 藤井壽仁，高岡　亮，田川善啓，北野貴弘，大

宮美香，津田信幸，立岩二朗，渡辺敏彦，久
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保田佳嗣，水野孝子，岡崎和一（2004）高濃

度酸素吸入療法が奏効した腸管嚢腫状気腫症

の1例，第72回日本消化器内視鏡学会近畿地方

会，大阪

3. 藤井壽仁，高岡　亮，岡崎和一（2004）潰瘍

性大腸炎中等症および重症例における内視鏡

所見からみた治療法選択の検討．第 81回日本

消化器病学会近畿支部例会，京都

4. 藤井壽仁，高岡　亮，岡崎和一（2004）潰瘍

性大腸炎中等症および重症例における治療法

選択のための内視鏡所見の検討．第 73回日本

消化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

5. 高岡　亮，藤井壽仁，田川善啓，北野貴弘，崎

谷和重，大宮美香，久保田佳嗣，水野孝子，岡

崎和一（2004）肝門部胆管閉塞症例に対する

ジョーステントを用いた内視鏡的肝両葉ドレ

ナージの経験．第 68回日本消化器内視鏡学会

総会，福岡

6. 片嶋　隆，松井由美恵，吉長正博，佐藤大祐，

唐川正洋，津田信幸（2004）左冠尖からの高

周波通電により根治しえた心室頻拍の一例．

第97回日本循環器学会近畿地方会，大阪

香里病院外科

〈研究概要〉

当科における研究は，施設ならびにスタッフの関係上，臨床研究あるいは他施設との共同研究である．

現在行っている研究は，1．多価不飽和脂肪酸が癌の発生・増殖と転移に及ぼす影響，2．EPAが前立

腺癌の再発に及ぼす影響，3．EPAが正常人の血中 PSAなどに及ぼす影響，4．癌化学療法時における薬

物動態，5．胃癌術後の腸管運動の経時的変化，6．共役トリエン型EPAの合成などである．

原　著

1. Tsujita-kyutoku M, Yuri T, Danbara N, Senzaki H,

Kiyozuka Y, Uehara N, Takada H, Hada T,

Miyazawa T, Ogura Y, Tsubura A (2004) Conju-

gated docosahexaenoic acid suppresses KPL-1

human breast cancer cell growth in vitro in vivo:

potencial mechanisms of action. Breast Cancer

Res. 6: R291–R299

2. Moriguchi K, Yoshizaki K, Shikata N, Yuri T,

Takada H, Hada T, Tsubura A (2004) Suppression

of N-Methyl-N-Nitrosourea-induced photoreceptor

apoptosis in rats by docosahexaenoic acid.

Ophthalmic Res. 36: 98–105

3. Shirao K, Ohtsu A, Takada H, Mitachi Y, Hirakawa

K, Horikoshi N, Okamura T, Hirata K, Saito S,

Isomoto H, Satoh A (2004) Phase-II study of oral

S-1 for treatment of metastatic colorectal carci-

noma. Cancer 100: 2355–2361

4. Danbara N, Uehara N, Shikata N, Takada H, Hada

T, Tsubura A (2004) Dietary effects of conjugated

docosahexaenoic acid on N-methyl-N-Nitrosourea-

inducedmammary carcinogenesis in female Spra-

gue-Dawley rats. Oncol. Rep. 12: 1079–1085

5. Danbara N, Yuri T, Tsujita-Kyutoku M, Sato M,

Senzaki H, Uehara N, Takada H, Hada T,

Miyazawa K, Tsubura A (2004) Conjugated

docosahexaenoic acid is a potent inducer of cell

cycle arrest and apoptosis and inhibit growth of

colo 201 human colon cancer cells. Nutr. Cancer

50: 71–79

6. 圦　貴司，段原直行，辻田（久徳）美樹，高

田秀穂，井上良計，羽田尚彦，螺良愛郎（2004）

ドコサヘキサエン酸のMNU誘発ラット乳癌に

おける発癌抑制効果．乳癌基礎研究　13: 47–

50

総　説

1. 北出浩章，高田秀穂，森　　毅，奥野雅史，小

倉徳裕，上田創平，渡辺京子，伊藤美由紀，井

上さだ子（2004）フローチャートでわかる術

後の急変対策「腹痛」．消化器外科 NURSING

9: 21–25

2. 高田秀穂，北出浩章，森　　毅，小倉徳裕，奥

野雅史，上田創平，吉岡和彦，吉田　良，岩

本慈能，中野雅貴，米倉康博，上山泰男（2004）

脂質と癌の予防．食品と開発　39: 5–8
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3. 伊藤美由紀，松木博子，宮城　愛，大林つば

さ，渡辺京子，小倉徳裕，高田秀穂（2004）ど

う応える？患者さんの不安＆疑問：術後，

MRSA腸炎を発症した患者さんの場合．消化器

外科NURSING　9: 749–753

学会発表

1. 藤井壽人，高岡　亮，田川善啓，北野貴弘，大

宮美香，津田信幸，奥野雅史，小倉徳裕，高

田秀穂，久保田佳嗣，水野孝子，岡崎和一

（2004）巨大十二指腸ブルンネル腺腫の一例．

第80回日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

2. 高田秀穂，北出浩章，吉岡和彦（2004）本邦

で増加してきた大腸癌は予防できるか？―摂

取脂質の量と種類からの検討―パネルディス

カッション：生活習慣病としての消化器疾患．

第90回日本消化器病学会総会，仙台

3. 森　　毅，山田正法，山本大悟，田中完児

（2004）血清CEAおよびCA15-3の高値を示し

た巨大乳腺悪性葉状肉腫の一例．第 12回乳癌

学会総会，小倉

4. 山田正法，山本大悟，奥川帆麻，森　　毅，田

中完児（2004）当科における良性・悪性葉状

肉腫腫瘍の検討．第12回乳癌学会総会，小倉

5. 辻田（久徳）美樹，段原直行，圦　貴司，高

田秀穂，羽田尚彦，螺良愛郎（2004）ヒト乳

癌細胞株（KPL-1）における共役ドコサヘキサ

エン酸による増殖抑制機序の解明．第 93回日

本病理学会総会，札幌

6. 段原直行，辻田（久徳）美樹，圦　貴司，高

田秀穂，羽田尚彦，螺良愛郎（2004）共役ド

コサヘキサエン酸によるMNU誘発ラット乳癌

に対する抗腫瘍効果．第 93回日本病理学会総

会，札幌

7. 米田篤司，弥山秀芳，三箇山宏樹，上村祐子，

北中直子，辻　陽子，太田由子，上田創平，北

出浩章，森　　毅，奥野雅史，小倉徳裕，高

田秀穂（2004）NSAIDsにより消化管出血を来

した3例．第25回病院薬剤師会近畿学術大会，

大津

8. 弥山秀芳，太田由子，高田秀穂（2004）薬剤

師のチ -ム医療への参画によるセーフティマ

ネージメント，パネルディスカッション：消

化器病と医療事故・訴訟．第 90回日本消化器

病学会総会，仙台

9. 中田　博，横井川規巨，稲葉隆明，海堀昌樹，

小倉徳裕，高田秀穂，井上瑞江，權　雅憲，上

山泰男（2004）担癌状態におけるムチンの生

物学的意義．第63回日本癌学会総会，福岡

香里病院皮膚科

〈研究概要〉

従来どおり皮膚付属器疾患である「尋常性酋瘡」と皮膚の「細菌と感染症」を二大テーマとしている．

I．尋常性酋瘡（ニキビ）

1．酋瘡の発症病理解明を目的として，毛包系腫瘍を含めて病態別に内分泌学的および免疫組織染色に

よる角化異常発現の検討を継続して行っている．

2．酋瘡の新しい治療法であるケミカルピーリングを始めているが，ピーリングの安全性と有効性を臨

床的に検討している．

II．皮膚の細菌と感染症

1．黄色ブドウ球菌の薬剤感受性を継続して測定し，特に耐性菌（MRSA）の動向に注意し，適正な抗

菌薬の使用に役立てている．

2．MRSAと消毒薬耐性遺伝子について検討している．黄色ブドウ球菌が産生する毒素の中で表皮剥脱

毒素（ET）は膿痂疹（とびひ）を惹起するが，ET遺伝子をもつMRSAのほとんどが消毒薬耐性を持たな

いことを証明した．
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〈研究業績〉

総　説

1. 西嶋攝子，黒川一郎（2004）新生児・小児皮

膚疾患マニュアル　A．日常的な皮膚疾患 9．

酋瘡．Monthly Book Dermatology　93: 61–66

2. 西嶋攝子，三輪　恒，大島　茂，阪上佐和子

（2004）慢性円盤状エリテマトーデス．皮膚の

科学　3: 259–260

3. 西嶋攝子，山中滋木，大島　茂，中矢秀雄

（2004）レンサ球菌性膿痂疹―塗抹染色で原因

菌を推定できた―．皮膚の科学　3: 339–340

4. 西嶋攝子（2004）ニキビの最近の治療．皮膚

の科学　3: 622–627

5. 黒川一郎，西嶋攝子（2004）にきび（尋常性

酋瘡），粉瘤（表皮嚢腫）．臨床外科　59: 41–43

6. 西嶋攝子（2004）皮膚感染症の病態と治療～

細菌感染症を中心に～．感染防止　14: 16–24

著　者

1. 西嶋攝子（2004）ブドウ球菌性熱傷様皮膚症

候群．こどもの皮疹のみかた―急性発疹症へ

のアプローチ（日野治子編）123–127頁，中外

医学社，東京

2. 西嶋攝子（2004）にきび．皮膚心療内科（久

保千春，宮地良樹編）174–177頁，診断と治療

社，東京

3. 西嶋攝子（2004）ニキビでずっとお薬を飲ん

でも大丈夫でしょうか？　患者さんから浴び

せられる皮膚疾患 100の質問～達人はどう答

え，どう対応するか～（宮地良樹編）198–199

頁，メデイカルビュー社，東京

4. 西嶋攝子（2004）思春期を過ぎたのにニキビ

が出ます．なぜでしょうか？　患者さんから

浴びせられる皮膚疾患 100の質問～達人はど

う答え，どう対応するか～（宮地良樹編）200–

201頁，メデイカルビュー社，東京

洛西ニュータウン循環器科

＜研究業績＞

原　著

1. 下條ひろみ，西上尚志，山本哲史，城　聡一，

西澤信也，高山康夫，岩坂 壽二（2004）心タ

ンポナーデを合併した尿毒症性心外膜炎の 1

例．Journal of cardiology 44-1: 27–31

2. 下條ひろみ（2004）Letters to editor Does

Pericarditis Mean “Shingaimakuen” in Japanese?

Journal of cardiology 44-6: 267

学会発表

1. 吉田衣江，高山康夫，下條ひろみ，高島啓文，

松原恵子，岩坂壽二（2004）Is Tissue Doppler-

Based Strain Rate Imaging Superior to Tissue

Doppler Imaging for Detecting Regional Dys-

function in Patients With Hypertrophic Cardio-

myopathy? 第68回日本循環器学会総会，東京

2. 吉田衣江，高山康夫，下條ひろみ，高島啓文，

駒井千恵子，松原恵子，岩坂壽二（2004）高

血圧症における左室肥大と心機能の関係につ

いて―Strain rate imagingを用いた検討―．第15

回日本心エコー図学会総会，東京

3. 吉田衣江，高山康夫，下條ひろみ，高島啓文，

駒井千恵子，松原恵子，岩坂壽二（2004）Strain

Rate Imagingを用いた高血圧症の心機能評価．

日本超音波医学会第28回関西地方会，大阪

4. 吉田衣江，高山康夫，下條ひろみ，湯山令輔，

高島啓文，松原恵子，岩坂壽二（2004）心不

全で発症したDuchenne型筋ジストロフィー女

性キャリアーの一例．第8回心不全学会，岐阜

5. 下條ひろみ，高山康夫，吉田衣江，湯山令輔，

高島啓文，松原恵子，岩坂壽二（2004）高血

圧症例での糖尿病合併による心機能低下．日

本超音波医学会　第77回学術集会，栃木

6. 湯山令輔，湯浅文雄，山本哲史，岩坂壽二

（2004）Home-based Exercise Training Improves

Endothelium-dependent, Flow-mediated Dilation

of Large Conduit Vessels After Acute Myocardial

Infarction. 第68回日本循環器学会総会，東京

7. 湯山令輔，湯浅文雄，山本哲史，楊　培慧，岩

坂壽二（2004）急性心筋梗塞症におけるホモ

システインと血管内皮機能の検．第 41回日本

臨床生理学会総会，栃木

8. 高山康夫（2004）strainによる心内膜下心筋の
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評価（動物）．日本超音波医学会　第77回学術

集会，栃木

9. 高山康夫，正木元子，吉田衣江，下條ひろみ，

松原恵子，高島啓文，岩坂壽二（2004）Strain

rate imaging を用いた Duchenne 型筋ジストロ

フィーの心機能評価．第 41回日本臨床生理学

会総会，栃木

10. 高山康夫，正木元子，樋口嘉久，吉田衣江，高

島啓文，下條ひろみ，松原恵子，岩坂壽二

（2004）Reduced Systolic Strain at Left Ventricular

Posterior Wall in Patients With Duchenne Mus-

cular Dystrophy. 第68回日本循環器学会総会，東

京

11. 松原恵子，高山康夫，吉田衣江，下條ひろみ，

高島啓文，湯山令輔（2004）高血圧症例での

心機能に与える加齢の影響．日本老年医学会

近畿地方会，守口
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